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A．研究目的 

 社会的ハイリスク妊娠は、「さまざまな要因により、

今後の子育てが困難であろうと思われる妊娠」である

特定妊婦を含む概念であり、虐待のリスクが高く、将

来的に養育困難が予測される。社会的ハイリスク妊婦

は、複雑な問題を抱えていることが多く、妊娠期から

出産、産褥・育児期まで切れ目のない継続的な支援が

欠かせない。 

 妊娠期から育児期まで切れ目のない支援を実現す

るためには、医療機関、自治体、地域の支援機関にお

いて、多機関・多職種での連携及び協働が必須である。

妊娠届、母子手帳の配布時において各自治体では特定

妊婦を把握し、妊娠期から産褥期までは主に医療機関

にて関係性を構築しながらフォローし、育児期には自

治体につないでいく。このような支援の流れは、実際

には標準化されておらず、地域によって支援の内容及

び方法に大きな差があることがわかっている。全国ど

こでも、妊婦を正確なアセスメントにより社会的ハイ

リスク妊婦を把握し、切れ目のない継続した支援を展

開するためには、標準的な方法を具体的に示した手引

書が必要である。 

本研究の目的は、社会的ハイリスク妊婦への切れ目

ない支援を実現するために、主に医療者に向けて連

携・協働を主眼とした支援の内容及び方法を示した

「社会的ハイリスク妊婦の支援と連携に関する手引

書」（以下、手引書と示す）を作成することである。 

 

Ｂ．研究方法  

研究要旨 

 社会的ハイリスク妊婦への支援は、自治体及び医療機関で差があり、標準化されていない現状が

ある。本研究の目的は、社会的ハイリスク妊婦への切れ目ない支援を実現するために、主に医療者

に向けて連携・協働を主眼とした支援の内容及び方法を示した「社会的ハイリスク妊婦の支援と連

携に関する手引書」（以下、手引書と示す）を作成することである。手引書の作成は、産婦人科医師

1名、助産師 2名で構成案を考え、複数の専門家の意見を聴取し修正しコンセンサスを得た。その

結果、全 7章計 92ページから構成され、社会的ハイリスク妊婦の定義、連携する機関及び職種の

紹介、医療機関における支援の実際、地域における母子保健施策や支援、全国の産科施設における

支援体制の実態調査結果、メンタルヘルスなど社会的ハイリスク妊婦の置かれる様々な状況につい

て解説した。支援をする上で必要な知識も付与した。産婦人科医師、小児科医師、精神科医師、医

療ソーシャルワーカー、地域保健師、助産師、看護師、児童福祉司などさまざまな職種の専門家 17

名に執筆した。今後、社会的ハイリスク妊婦に関わる全国の医療者や自治体に配布し、切れ目ない

支援のための一助となることを期待する。 
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手引書の作成は、まず、産婦人科医師 1名、助産師

2 名によってその構成を検討した。職種の紹介、支援

体制や連携に関して、さまざまな職種の専門家(産婦

人科医師、小児科医師、精神科医師、MSW、地域保健師、

助産師、看護師、児童福祉に携わる職種など)17 名に

執筆を依頼した。 

基本的な知識に加え、できるだけ具体的に支援の方

法を示すことを目指した。作成した手引書構成案は、

各専門家への意見聴取、修正をコンセンサスが得られ

るまで繰り返した。 

 

Ｃ．研究結果 

手引書の構成を表に示した。手引書は、7 章から構成

される。序章では、「手引書における理念・基本となる

考え方」とし、第 1次光田班の成果や、社会的ハイリ

スク妊娠の把握や支援の困難について記述した。第 1

章は、「社会的ハイリスクとは」とし、社会的ハイリス

ク妊婦の定義に加え、頻度、リスク因子を示し、実際

に推奨されるスクリーニング/アセスメント方法につ

いて記述した。第 2 章は、「社会的ハイリスク妊婦へ

の支援にかかわる機関・職種」とした。各機関にどの

ような役割があるか、支援に関わる職種の仕事内容、

どこにいるのか、社会的ハイリスク妊婦に対する支援

で行っていること、他機関との連携をより円滑にする

方法について、具体的にわかるよう記述した。お互い

の職種について知ることは、連携の第 1歩となる。第

3章は、「社会的ハイリスク妊婦への医療機関における

支援」とし、社会的ハイリスク妊婦に対して積極的に

支援を行っている大阪母子医療センターと日本赤十

字社医療センターの実際について示した。第4章では、

「社会的ハイリスク妊婦への地域における支援」とし、

地域における母子保健施策や支援の実際、里親制度と

特別養子縁組について記述した。第 5章では「社会的

ハイリスク妊婦支援における連携・協働の実際」とし、

産科施設における社会的ハイリスク妊婦への支援体

制の実態調査の結果を記載した。第６章ではメンタル

ヘルスやドメスティック・バイオレンスなど、社会的

ハイリスク妊婦の置かれる様々な状況について解説

した。支援をする上で必要な知識も付与した。第7章

は用語解説とし、多職種が共通言語となる用語につい

て解説した。 

 

表 社会的ハイリスク妊婦の支援と連携に関する   

手引書の構成 

章 内容 

序 手引書における理念・基本となる考え方 

Ⅰ．第1次光田班成果 

Ⅱ．社会的ハイリスク妊娠の概念･定義 

Ⅲ．社会的ハイリスク妊娠の把握 

Ⅳ．社会的ハイリスク妊娠支援の困難さ 

Ⅴ．医療・保健・福祉の連携 

Ⅵ．メンタルヘルス 

１ 社会的ハイリスク妊婦とは 

Ⅰ．はじめに 

Ⅱ．ハイリスク妊産婦とは 

Ⅲ．ハイリスク妊産婦の頻度・・リスク因

子 

Ⅳ．ハイリスク妊産婦のリスクアセスメン

ト 

Ⅴ．定義に関する考察 

２ 社会的ハイリスク妊婦への支援にかかわ

る機関・職種 

Ⅰ．社会的ハイリスク妊婦への支援にかか

わる機関とその役割 

Ⅱ．社会的ハイリスク妊婦への支援にかか

わる職種の役割と特徴 

３ 社会的ハイリスク妊婦への医療機関にお

ける支援 

Ⅰ．大阪母子医療センターにおける社会的

ハイリスク妊婦の支援の実際 

Ⅱ．日本赤十字社医療センターにおける社

会的ハイリスク妊婦の支援の実際 

４ 社会的ハイリスク妊婦への地域における

支援 

Ⅰ．地域における母子保健施策 

Ⅱ．母子保健施策における虐待予防 

Ⅲ．地域における妊娠中から支援が必要な

妊婦（特定妊婦）の把握と支援の実際 

Ⅸ．里親制度と特別養子縁組 

５ 社会的ハイリスク妊婦支援における連携・

協働の実際 

Ⅰ．連携とは 

Ⅱ．連携体制の構築に向けて 

Ⅲ．産科施設における社会的ハイリスク妊

婦への支援体制の実態調査 

６ 社会的ハイリスク妊婦に関わるさまざま

な支援・事業 

Ⅰ．周産期に関わる支援・事業 

Ⅱ．福祉に関わる支援・事業 

Ⅲ．メンタルヘルスへの支援 

Ⅳ． ドメスティック・バイオレンスへの支

援 

７ 用語解説 

Ⅰ．社会的ハイリスク妊娠・特定妊婦に関

する用語 

Ⅱ．児童虐待に関する用語 
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Ⅲ．社会的ハイリスク妊婦の支援に関する

用語 

Ⅳ．その他の関連する用語 

 

Ｄ．研究発表 

1. 論文発表  

  なし 

 

 

 

 

2.  学会発表  

  なし 

 

Ｅ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む。） 

1. 特許取得  

なし 

2. 実用新案登録  

なし 

3. その他  

なし 
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